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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月10日(2013.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項８】
　前記フィードバックトルク補正部は、前記フィードバック用信頼性係数を前記要求車軸
トルクの絶対値に対する前記補正後推定勾配トルクの絶対値の割合が小さい場合よりも大
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きい場合のほうが、前記推定勾配信頼度に対する前記フィードバック用信頼性係数が大き
くなるように補正することを特徴とする請求項７に記載の前後加速度制御装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項９】
　前記フィードバックトルク補正部は、前記推定勾配信頼度とフィードバック用信頼性係
数との関係が異なるマップを複数有し、該マップは、前記要求車軸トルクの絶対値に対す
る前記補正後推定勾配トルクの絶対値の割合によって選択され、前記要求車軸トルクの絶
対値に対する前記補正後推定勾配トルクの絶対値の割合が小さい場合に選択される前記マ
ップ対し、大きい場合に選択される前記マップの方が、前記推定勾配信頼度に対する前記
フィードバック用信頼性係数が大きくなるように前記推定勾配信頼度とフィードバック用
信頼性係数との関係が設定されていることを特徴とする請求項８に記載の前後加速度制御
装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　この場合、フィードフォワードトルク自身の精度低下を小さくすることに加え、フィー
ドバック側で補正するため、フィードフォワードトルクの補正のみを行った場合に対し精
度よく補正することができ、フィードフォワード制御の精度低下を確実に抑制することが
できる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　請求項８に示したように、要求車軸トルクの絶対値に対する補正後推定勾配トルクの絶
対値の割合が小さい場合よりも大きい場合のほうが、推定勾配信頼度に対するフィードバ
ック用信頼性係数が大きくなるように補正することで、フィードバックトルクを適切に補
正することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、推定勾配信頼度とフィードバック用信頼性係数との関係を示すマップを用いてフ
ィードバック用信頼性係数を求める場合は、請求項９に記載したように、フィードバック
トルク補正部は、推定勾配信頼度とフィードバック用信頼性係数との関係が異なるマップ
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を複数有し、要求車軸トルクの絶対値に対する補正後推定勾配トルクの絶対値の割合によ
ってマップを選択し、要求車軸トルクの絶対値に対する補正後推定勾配トルクの絶対値の
割合が小さい場合に選択されるマップ対し、大きい場合に選択されるマップの方が、推定
勾配信頼度に対するフィードバック用信頼性係数が大きくなるように推定勾配信頼度とフ
ィードバック用信頼性係数との関係を設定することで、複雑な演算を行うことなくフィー
ドバック用信頼性係数を補正することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図９】

【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１０】
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【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１１】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１２】
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